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12 月 24 日に支援者と A 氏とでプレゼントを買いに行
くこととし，日時と所持金を決め，終了した。
2．プログラム  支援プログラムはT大学の相談室にて，臨床発達心理士である筆頭著者ならびに特別支援教育を専門とするアシスタントである第二著者（以下，支援者とする）によりおこなわれた。A氏に就業時間後に来室してもらい，表1に示すように，約3ヶ月間に計6回の支援プログムを実施した。 
 
3．相談支援の視点  A氏はこれまでの学校・職場以外での生活経験が年齢に比して乏 いため，相談支援においては，選択肢を提示し，自己選択・自己決定をする機会を多く増やすこと，軽微な失敗が許される状況の中でできるだけ自分で考えて決断しかつ成功体験を増やすこと，社会的規範や重要なことはメモをとりロールプレイなどとあわせて学習させるように心がけた。 
 Ⅲ．結果 
1．第 1 回 自分と他者の思いの違いに気づこう／クリスマスプレゼントを考えよう  第1回目のプログラムでは，はじめにA氏の生育歴と現在の生活について確認した。クリスマスが近かったこともあり，アイスブレークのために，A氏のクリスマスの過ごし方について確認したところ，「クリスマスは家族と過ごす」，「クリスマスプレゼントは誰にも渡したことがない」というこ であった。ま 話の流れから異性の話になり，「彼女がほしい」，「彼女ができたら一緒に写真を撮りたい」と述べるなど，異性に対する強い意識もみられた。一方でA氏は「高校時代，友達はいなかった」と答えた。そこで，支援者はA氏に「友達とはなにか」について質問したところ，逆に「友達や彼女はどうしたら作れますか」と質問してきたので，友達や彼女の作り方などは辞書に書いているものではなく，作り方が決まっているのではないということをA氏に伝えた。 
 次に，A氏は，特定の女子社員につきまとい行為をしていることから A氏に，異性についてどのように思っているのか，いくつか質問をした。まず，「バスに乗っていて気になる女性がいたら，肩が触れるほど接近していいか」という支援者の質問に対しては，「だめ，知らない相手だと相手が怒るから」と答え いたものの，これは単に「嫌なことをしたら相手が怒る」という断片的な知識のみで答えている様子がみられた。さらに，「もし，スーパーに買い物に行ったとき，たま まA氏の気になる人がいたらどう思う」と質問をしたところ，「おれのことが好きだから，あの人もスーパーにい のか，と思う」と答えた。これについてはA氏の思い込みであり，気になる女性がA氏に会うためにスーパーにきたのではないということを伝えた。するとA氏は「人間は人を好きにならなくても，いるだけで自分のことが好きなのかも…って思うこともあるのではないか。自分は買い物をしていて，そこで出会ったら，もしかして相手も俺のこと好きなのかも，と思う」と話した。これらのことから，主訴案件である特定の女性へのつきまとい行為は，A氏の他者視点に立って相手の気持ちを考えることの困難に起因していることが確認された。  さらに先述のようにA氏は「クリスマスは家族と過ごすが，プレゼントは渡したことがない」ということであったため，A氏と一緒に，家族へのクリスマスプレゼントを考えることをこの後の相談の中心事項とした。A氏と話し合いを進める中で，お酒が好きな父に ンパとおつまみのチーズ，母にはハンカチ，た 好きな兄には灰皿をプレゼントすることが決まっ 定までのプロセスを表 2 に示す。クリ 12月 24日に支援者とA氏とでプレゼン くこととし，日時と所持金を決め，終了した。 
 
2．第2回 クリスマスプレゼントを買いにいこう  前回のプログラムにおいて家族にあげたいと決めたプ
♯ 日時 活動 目的
自分と他者の思いの違いに気づこう
Xʼmasプレゼントを考えよう！





4 X+1/1/22 相⼿の⽴場に⽴って考えてみよう！ こころの理論課題、ストレンジストーリーなど
5 X+1/2/18 アセスメント／雑談タイム WAIS-Ⅲ







































































レゼントを，ショッピングモールにて，支援者とA氏と一緒にプレゼントを購入しにいった。A氏はこれまでショッピングモールで食品や雑貨を購入した経験がなく，それぞれの品物を陳列しているコーナーへの案内が必要であった。最初に衣料雑貨コーナーに連れていき母親向けのハンカチを選ぶ際，黒色のものを選択したため，支援者は「女性は黒よりも赤やピンクのほうが好きだと思うよ。お母さんはどっちが好きかな」と声かけしたところ赤のハンカチを選択した。またレジに行きそのまま支払いをしようとしたため支援者は「これはプレゼントにするんだよね。ラッピングしてもらったほうがいいよ」と声かけする必要があった。次に食料品コーナーに行き，シャンパンをひとつ選択させた。その際支援者は「シャンパンだけでなくチーズもあるといいかもしれないよ」と声掛けしたところ4つで100円のプロセスチーズを手に取ったため「クリスマスのプレゼントでお父さんにあげるものだから，自分が好きなものではなくここ（チーズ売り場）からお父さんがもらったらうれしいと思うものを選んでね」と示唆したところ混乱したため，1,000円程度のチーズを勧めたところA氏はそれに決めた。兄へのプレゼントは当初は灰皿であっ が，いざコーナーに行くと自分では選べないと不安になったため，兄 常飲しているビ ルにすることにした。しかし本人は，値段が一番安いものという理由で発泡酒を選ぼうとしたため「安いものを選ぶことも大事だけど，年に一度のクリスマスだ ，お兄さんが らってうれしいものを選んでみてよ」と声掛けしたところ，やや高級なビールを選択し，購入した。  購入後は大学相談室に戻り，プレゼントの受け渡しに関するロールプレイをおこなった。それに先立ち，A氏は何を言って渡したらよいかわからないということであ
ったため，支援者と相談し，「お父さんいつもお仕事をしてくれてありがとう」，「お母さんいつもお弁当を作ってくれてありがとう」，「お兄さんいつもお仕事お疲れ様」など，相手にプレゼントを渡すときに添える言葉も一緒に考えるとともにメモをとらせ，「ありがとう」に代表される感謝の気持ちを伝えることの大切さについて確認した（表3）。その後，支援者を家族にみたてて，メモに基づきプレゼントを渡すときのロールプレイをおこなった。特にラッピングされたハンカチにはサンタのシールがついていたのだが，それを渡す相手である母に見えるような向きで渡すということはA氏は知らず，またその意味も当初はわからなかったため，ロールプレイを通してていねいに説明した。 
 
3．第3回 してよいことと悪いことの確認  第3回目のプログラムでは，A氏の問題行動をとりあげ て，してよいこ と悪いことについて，理解させることを目的とした相談支援をおこなった。 ま になったことについて尋ねたところ 事実は認めたも の理由は自分でも 。そもそもなぜ会社で裸になっては もわかっていなかっ ため，A氏自身 にとっての
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4．第 4 回 あいての立場に立って考えてみよう 「こころの理論」課題  4回目のプログラムでは，A氏が他者の視点に立って考える能力の状態を客観的に把握するため，「こころの理論」の課題をおこなった。第一次の誤信念課題である「サリーアン課題」は，①サリーとアンが部屋で一緒に遊んでいる。②サリーはボールをかごの中に入れて部屋を出て行く。③サリーがいない間にアンがボールを別の箱の中に移す。④サリーが部屋に戻ってくる。という4つの場面を被験者に提示し，「サリーはボールで遊ぼうと思った。どこを探すか？」と被験者に質問する。 この課題の正解は「かごの中」となる。これまでの発達心理学研究において，この課題は定型発達児のおおよそ4歳で通過するのに対して，生活年齢が同程度の自閉症の診断のある子どもの8割がこの課題を失敗することが明らかになっている。この課題においてA氏は「ボールは，箱の中にある。でもアンちゃんの箱を勝手に開けたら怒られる」と誤答した。支援者はていねいな説明を試みたが正しく理解させることはできなかった。 
 
5．第5回 アセスメント／雑談 
 5回目のプログラムでは，A氏が年度末をもって他市の企業に転職することになったため，申し送り事項を作成する目的で，A氏に対して知能検査であるWAIS‐Ⅲを実施した。毎回のプログラムのあとでいつもA氏から社会常識に関する質問を受けていたので，検査のあと少し長めの雑談時間をとったところ，A氏が「明日は母親の誕生日だ」という話になったので，「明日の朝，お母さんに会ったらなんて言 あげますか」と質問した。するとA氏は「誕生日祝ってあげよ か」という視点位置のずれた回答をしたため，「「誕生日おめでとう」や「いつもお弁当をつくってくれてありがとう」などの感謝の気持ちを伝えたら，お母さんはうれしいよね」ということをA氏と一緒に確認しメモさせた。 
 

















 た。すると，父・母ともに「ありがとう」とA氏に言ってくれた のことだった。支援者はA氏がそのときどんな気持ちがしたかを聞いたところ，A氏は「うれしいな，買ってきてよかった」，「お父さん お母さんにうまれてはじめてものをあげた。うれしかった」と述べた。さらに，「相手が喜んでくれたら自分もうれしい」とも述べ，相手の気持ちに立って考えることの端緒についたことがうかがえた。しかしそれに引き続いて「知らな 人でも，ものをあげたら喜んでくれるか」とA氏がたずねたため，「知らない人にものをあげたら，相手はびっくりし り気持ち悪 と思ったりするかもしれないよ。やめておくこと」と支援者は伝えた。 
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ているが，表 2・表 3 のやりとりでも「わからん」とい
う応対が多数みられるように，たとえば勝手に人の写
真をとるのは NG な理由そのものについてはわからず，
また類推することも困難な事例には，問題行動そのもの
に対して直接的に介入するだけではなく，いまさらなが
らに，人に何かしてもらうことのうれしさ，人になにか
してあげることのうれしさについて，体験的に学ぶこと
も必要と考える。A 氏でいえば，クリスマスに次いで
母親の誕生日もあったが，このような身近なライフイベ
ントの中で，他者視点に立ったり思いやったりする経験
を積むことに加えて，支援者が適宜，単に価値の注入で
はなく選択肢を提示し，またその帰結も解説することを
通して支援をしてきた結果，「社会的に望ましい気持ち
の伝え方」を学ぶこともできた。実はこのようなライフ
イベントは，誕生日，父の日・母の日，固有の記念日，
季節の行事，年賀状・暑中見舞いなど，機会は少なくな
いのである。広汎性発達障害者に対しては，なおのこと，
幼少期から家庭あるいは学校においてこのような行事や
季節を通して，まずは身近な他者との「ていねいな」情
動交流の機会を意図的に創出していくことが重要ではな
いかと考える。
課題としては，この事例では，A 氏が家族にプレゼ
ントをあげたり，仕事の上司に手紙を書いたりといった，
相手を思いやり何かを「してあげる経験」のみであった
が，それ以前に，あるいはそれ以上に，A 氏自身が誰
かに「してもらう経験」を通してうれしいと感じること
が重要であると考える。そのためには，家族や友人，職
場などの A 氏を取り巻く周りの協力の中で支援をおこ
なう必要があるだろう。
附記
支援者と職場，職場のカウンセラーとの話し合いに基
づき，A 氏の事業所内での配置換えをおこない，被害
女性とは物理的に遭遇しえない措置をとった。また，被
害女性に対しては，職場のカウンセラーが対応し，心理
的ダメージの回復が良好であることを確認している。
研究報告として本事例をとりあげることには本人なら
びに関係者に同意を得ている。
なお，本研究は，平成 27 年度学部長裁量経費により
おこなわれたものの一部である。
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